
 

 

令和８年度 学校だより 
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青森県立弘前第一養護学校 令和８年５月２６日発行  小・中学部教頭 相坂 潤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いまさらながら…はじめまして 

令和８年度がスタートし、二ヶ月が経とうとしており、いまさらのような気もしますが… 

４月に着任いたしました相坂 潤（あいさか じゅん）と申します。小・中学部校舎で教頭を務めてお

ります。高等部にも顔を出すこともありますので、よろしくお願いいたします。 

少しだけ…相坂のことを…採用後、青森市内の特別支援学校と八戸市内の特別支援学校に勤務し、弘

前地区の特別支援学校は初めての勤務となります。数年、学校現場を離れておりましたが、今年度４月

に学校現場に戻ってまいりました。うれしい限りです。久しぶりの学校勤務でこども達の声を聞くこと

ができ毎日ワクワクしております。今年１年よろしくお願いいたします。 

新チーム弘一養 スタート!! 
令和８年４月、新入生と新任職員を迎え、石戸谷校長先生をチームリーダーに「新チーム弘一養」が

スタートしました。こども達は期待と緊張の中、新しい友達と一緒に新しい環境で勉強したり、遊んだ

り…楽しくそしてたくましく学校生活を送っています。 

特に小学部１年生は初めての学校と初めての校舎、初めての友達と初めての先生…なにもかもが初め

ての中でのスタートでしたが、たった二ヶ月でも成長したなと感じる場面がたくさんあります。中学部、

高等部の１年生の皆さんは学部が変わり、また進級し、表情も一段とたくましくなったのではないでし

ょうか。そんなこども達の成長を保護者の皆さまと一緒に感じることができればと思っております。 

今年１年、こども達の笑顔にあふれ、たくましく成長できる学校づくりに努めてまいりますので、温

かいご支援とご協力をよろしくお願いいたします。 

春探し 

岩木山の雪帽子も少しずつ溶け、新緑の岩木山に近づいてきている今日この

頃です。そんな中、小・中学部校舎の中でたくさんの「春」を見つけました。

こどもたちが感じている「春」が思い思いに表現され、とてもあたたかな学校

になっています。こども達が感じている「春」を少しだけご紹介します。 

たくさんの鯉のぼりが学校の中を泳いでいます。 

どの鯉のぼりも気持ちよさそうに泳いでいました。 
 

雪帽子をかぶった岩木山。 

麓にある水面にもきれいに逆さ岩木山が。 

りんご、さくら、

鳥…たくさんの

「春」がつまっ

たモビール。 

とってもきれい

です。 

校内にはまだまだ「春」がたくさんあります。

ぜひご覧ください。 

〈お礼〉５月１９日（火）の引き渡し訓練、ご協力ありがとうございました。 


